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2. 調査の目的 る 。
プラスチック素材への代替によって、「もの」に対す また、 10代から70代以上の各年代毎の回答者の比率は、


























































医14 、 図5に示す。 ここで、質問項目毎に用意した回答選
択肢の内容だが、「利便性・機能性」、「価格（購買）面」
を示すものは肯定的イ メージであり 、 「II奮好面j を示す
ものは否定的イメージとなっている。
4.2 . 1 クロス集計による考察の結果
まず、「衣J についての設問では主に化織についての
一般消費者の 「プラスチック製食器に対するイメージ」










としてまとめた。 このクロス集計から、「衣」 、 「食」、
図 3
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聞を設けた。 図5から、 価格（安価で、あ るこ と）への評













体の分析結果に大きく 寄与していると言える 。 また、な
おかつ全年代のイメージの傾向を代表しているとも考え
られる 。 そして、この50代、 40代に近い評佃i基準を持っ



























いのが、 10代の評価Ii基準である 。 10代は最も代表的なプ
ラスチック世代として結果に表れており、次世代の傾向
を掴む上で有効な手掛かりになると考えられる 。 その評































る 。 こ乙では、 30代から 60代にかけての意識した時期の
移り変わりが明確に表れており、その時期的変化の中心
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